
関係団体・有識者からのヒアリングについて 
 

○ 下記の事項について、ヒアリングを実施する。 
１. カリキュラム（大学・大学院） 

 必要な科目に係る考え方（到達目標等） 
 心理師となるために必要な科目 
 実習演習科目の構成 
 実習・演習の内容 
 実習・演習を実施する施設 
 実習・演習を担当する教員又は指導者 

 
２. 実務経験の範囲 

 心理師となるために実務を経験すべき施設及び期間 
 経験すべき実務の内容及び指導体制 

 
３. 現任者の範囲等受験資格の特例に係る事項 

 施行日前に大学院に入学した者について 
 施行日前に大学に入学した者について 
 現に法に定める行為を行うことを業としている者（現任者）の範囲 

 
４. 国家試験 

 試験科目の範囲 
 試験の方法 
 合格基準 
 免除する科目について 

 
５. 現任者の講習会の内容と時間数 

 
６. その他 

 上記１から５までの検討に資する事項（現状等） 
 

○ ヒアリングの対象の関係団体・有識者（発言順） 
奥 村 茉莉子氏   臨床心理職国家資格推進連絡協議会 

医療心理師国家資格制度推進協議会 
一般社団法人日本心理学諸学会連合 

丹 野 義 彦氏   日本学術会議 
増 田 健太郎氏   臨床心理分野専門職大学院協議会 
大 野 博 之氏   公益財団法人日本臨床心理士資格認定協会 
川 畑 直 人氏   日本臨床心理士養成大学院協議会 
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